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大河原水辺愛護会は矢作川左岸に位置する豊田市大河原町※の水辺で活動している愛護会です。 

かつて会員のみなさんが子どもの頃、矢作川は遊び場でした。水は透明度が高く、５ｍ先でも見えて

魚をつかんだり泳いだりして遊んだそうです。町内に店がなかったため、小銭をもって対岸まで泳ぎ、

お店でアイスを買ってそれを口にくわえたまま泳いで戻ったという楽しい思い出は、年配の方だけでな

く、30代半ばの会員にもあります。 

その岸辺は人が容易に入れる竹林でした。竹が売れ、竹林に常に人の手が入っていたためです。しか

し竹が売れなくなり、竹林には手が入らなくなって竹が密生し、光も差さないような状態になりました

。大河原水辺愛護会は2014年からその竹林を伐採し、散策路の維持をしています。活動から4年目に

入り、伐採は進みました。ただ、伐採をしてもまた竹は生え、開けた土地には草が勢いよく茂ります。

活動地をどこまで整備するか、どのように活用するかが課題です。 

※2015年現在、町の人口は96人、29世帯 

 

間伐するところと伐り開くところ
を分けて考え、段階的に整備 

活動日の様子  

2017年5月14日（日） 8：00～11：00 

＜大河原水辺愛護会＞ 

結成…2014年4月 

会長…月山正己氏  

会員…24人 

活動日…年に5回 

活動地…大河原町地内の 

    矢作川左岸 

「元気な竹林」を目指して間伐しているエリアの前で 
パチリ！ 

伐った竹を二人で 
斜めに引き出す 

川辺の守人 草刈り・竹伐りの勇姿 
伐った竹や木は燃やしたり、 

管理道脇に置く 

作業の合間に一休み  
伐った竹がベンチがわり 

遊び場だった矢作川
の水を頭にかけて熱
くなった体を冷やす 




